
 

 

関東甲信越地方向け基本方針 

 

◼ 日本の主要な経済・文化圏で人口の３分の１が暮らす関東甲信越地方の各放送局

は、暮らしの安全・安心を守る情報をお届けします。世界各地で激化する紛争は

国内の物価高を引き起こしているだけでなく、ＳＮＳ上などでの情報戦によって

インターネット空間にはフェイク情報が拡散し、市民が利用する情報空間の健全

性までが脅かされています。こうした時代に、放送とデジタルを駆使して生活を

支え、健全な情報を提供する地域の公共メディアとしての役割を果たしていき

ます。 

 

◼ 記録的猛暑に見舞われた２０２３年、関東甲信越の農業などの地域経済、人々の

健康に大きな影響が出ました。深刻さを増す気候変動や大災害に関する最新の

知見を伝えるとともに、被害を減らす報道に努めます。また、いつ起きてもおか

しくない首都直下地震や激甚化する大雨・台風への備えも必要です。災害時は、

住民の命と暮らしを守る的確な情報発信に万全を期し、各地域のＦＭ局やケーブ

ルテレビ、自治体などと築いた協力関係もさらに強化します。 

 

◼ 少子高齢化や人口減少で地域の未来の設計図の見直しが余儀なくされる中、そ

の将来を決める地域の選挙を丁寧に伝えます。２０２４年は東京都知事選挙（投

票日・２０２４年７月７日）をはじめ、自治体の首長選挙も数多く予定されています。

有権者の判断に資する情報を公平・公正に伝え、正確・迅速に報道します。また、

年齢やジェンダー、国籍に関わりなく人権を尊重し、多様な価値を認め合う共生

社会の実現を後押しするため、放送とデジタルを駆使し課題解決に向けた公共

的役割を果たします。 

 

◼ 関東甲信越の豊かな文化や芸術、歴史などの多彩な魅力を地域放送でお伝えす

るとともに、連続テレビ小説「虎に翼」をはじめとした全国放送番組と連携し、地

域の活性化に貢献します。「パリオリンピック・パラリンピック」への出場を目指す

地域のアスリートを積極的に取材するなど、地域スポーツの振興に寄与します。

より視聴者に身近に感じてもらえるコンテンツを制作し、視聴者との幅広いタッ

チポイントづくりを戦略的に展開し、共感と納得につなげていきます。 



 

 

 

各局の重点事項 

 

首都圏局 

◼ 激動の時代だからこそ地域を見つめるメディアに 

内外の社会情勢が大きく変化する時代だからこそ、地域密着の報道を強化して、視聴者が直面する課

題や関心事に応え暮らしを守る情報を提供します。誰もが安心して子育てができる保育や教育環境の課

題、住まいの確保に大きく影響する不動産の高騰の行方、さらにはなり手不足が指摘される地方議会な

どの現場を取材し、東京都・首都圏の今後を視聴者とともに考える報道を目指します。 

迫る首都直下地震に対する知識と備えをきめ細かく伝え、減災に資する情報を提供します。気候変 

動の影響を速やかに報道してサステナブルな社会の構築に向けた機運をより一層進めるとともに、大

型化する台風や激甚化する豪雨などの災害を的確に取材し、防災情報を提供します。 

 価値観が多様化し対立が激しくなりがちな現代で、異なる価値観や意見を尊重し理解を深めるための

情報を提供することで、共感や理解を促進する放送を目指します。 

 

◼ テレビとデジタルで暮らしを豊かに 

首都圏局は地域の情報を提供する公共メディアとして、東京都を中心とした関東地方、さらには甲信

越の情報をテレビでお伝えするとともに、ホームページやＳＮＳでも幅広い年代が接することができる

よう環境の整備により一層努めます。デジタルの双方向性を生かしながら視聴者の声に耳を傾け意見

を募り、豊かな社会を作る“共に考えるメディア”を目指します。 

 

◼ 地域に貢献し、地域のみなさんと一緒に地域の良さを見つめなおします 

東京・神奈川・千葉・埼玉という人口が多いエリアで、首都圏局が「おすまいの地域の放送局」であるこ

とを意識していただけるような放送サービス・視聴者とのタッチポイントづくりに努めます。連続テレビ

小説「虎に翼」をはじめ、首都圏を舞台にしたドラマや紀行、ドキュメンタリーなどの全国放送番組とも連

携して地域を盛り上げ、視聴者が多様なコンテンツに触れる機会を、放送やイベントを通して提供します。 

 

横浜放送局 

◼ 地域・社会の課題に向き合い、安全・安心に役立つ情報を届けます  

９００万人を超える県民が暮らす神奈川県。抱える課題や環境が異なる各地域を丁寧に見つめ、課題

解決や活性化につながる確かな情報をきめ細かく伝えます。豪雨などの自然災害に適切に対応し、放送

とインターネットを駆使して住民一人ひとりの命と暮らしを守る情報を届けます。また、社会共通の課題

を地域から深く掘り下げて誰もが暮らしやすい社会の構築に貢献します。関東大震災１００年で連携した

コミュニティーＦＭやローカルメディアともさらに協力関係を深め、より効果的な情報発信を目指します。 

 

◼ 地域の多彩な魅力や暮らしを豊かにする情報を発信し、県民に親しまれる公共メディアを目指します 

   地域の多彩な魅力をきめ細かく取り上げるほか、住民の暮らしを豊かにする情報発信を強化します。

地元の伝統・文化を大切にし、横浜に根づいた“ジャズ”の魅力を伝える公開生放送を引き続き実施しま

す。「パリオリンピック・パラリンピック」に出場する地元出身選手や、県内のスポーツチームの情報を多



 

 

 

角的に取材し、スポーツの力で地域を盛り上げます。２０２５年３月の放送開始１００年に向けて、多彩なイ

ベントを開催するほか、放送・デジタルなどさまざまな伝達手段で視聴者により信頼され親しまれる公

共メディアを目指します。 

 

前橋放送局 

◼ 群馬県の暮らしに根ざした地域に役立つ情報を発信し、明日への活力を届けます 

    上毛三山に抱かれた農畜産業が盛んな地域から大企業の工場が並ぶ東部エリアまで、多彩な地域の

暮らしに根ざしたニュースや話題の発信を質、量ともに高めます。平日午後６時台のニュース・情報番組

では、そうしたニュースの深層を読み解くコーナーを充実させる一方、これまで以上に子育て世代・現役

世代の明日の生活に役立つ情報を伝えていきます。また、“群馬の未来”を見据えた地域を担う人々の

活躍や取り組みをクローズアップする番組や地域が直面する人手不足の問題など、課題克服につなが

るヒントを見つける番組を金曜午後７時台に編成していくことで、群馬県の地域活性化に貢献します。 

 

◼ 命を守り暮らしの“安全・安心”につながる情報を地域と連携して伝えていきます 

一人ひとりの命と暮らしを守る防災・減災情報をきめ細かく報道します。浅間山などの活火山がある

群馬県において、最新の防災情報を放送やデジタルで発信するとともに、万が一に備えた緊急報道体制

を確立します。また、日頃の放送から暮らしの“安全・安心”につながる特集や企画を発信していきます。

一方、コミュニティーＦＭやケーブルテレビ、地域の防災士などとの連携を強化し、災害が起きた際には

速やかにライフライン情報などが届けられる態勢を整え、情報を発信するなど、公共メディアとしての

価値と信頼を高め、地域を守る取り組みに貢献します。 

 

水戸放送局 

◼ 地域の課題に向き合いながら、“多彩な魅力”を発信します 

   茨城県は、地震多発地域であり、気象災害による河川氾濫や、２０２３年には記録的な豪雨による災害

にも見舞われるなど、暮らしの安全・安心への備えは欠かせません。また、東海第二原子力発電所の再稼

働問題など、エネルギー政策についてさまざまな課題に直面しています。一方で、全国に誇れる農水産

物や納豆などの特産品があるほか、最先端の科学技術やスポーツなど多方面で活躍する人々がおり、

多彩な魅力にあふれています。こうした地域の課題や魅力を平日午後６時台のニュース・情報番組、金曜

午前１１時台および午後７時台の番組など地域放送できめ細かく伝え、全国や世界にも情報発信します。 

 

◼ “地デジ放送開始２０年”県民にさらに親しまれる公共メディアを目指します 

   ２０２４年１０月１日、水戸放送局が県域地上デジタル放送を始めてから２０年の節目にあたります。茨

城県で唯一の県域テレビ局として培ってきたネットワークやノウハウを改めて利活用しながら、地域の

豊かな風土・文化・暮らし・政治経済・地域スポーツなどを通じて茨城を元気にするコンテンツ発信に取り

組みます。また、連続テレビ小説やドラマなどのコンテンツ、SNＳやイベントも活用して視聴者との結び

つきを強め、県民とともにある“公共メディアの存在感”を実感してもらえるよう取り組みます。 

 

 

 



 

 

 

 

千葉放送局 

◼ 千葉県の課題と向き合い、暮らしと安全に役立つ情報を放送・デジタル連動できめ細かく伝えます 

   人口が急増する県北部と過疎化が進む県南部など、地域によって大きく異なる課題について、視聴者

とともに考え、解決へのヒントを探ります。巨大地震や台風などの自然災害に対応するため、全局体制

でＢＣＰを強化し、放送とデジタルを連動させて、迅速かつきめ細かく防災・減災情報を届けます。自治

体や地域メディアとの関係をより一層強化し、県民の命と暮らしを守るためのライフライン情報を提供

します。 

 

◼ 未来を担う若者とともに“カルチャー”を発信、また、共生社会に貢献する地域放送局を目指します 

   県内で育まれるさまざまな文化・芸術分野を取り上げ、未来を担う若者とともに良質な娯楽を発信す

ることで地域の活性化や文化振興に寄与するほか、県内で盛んなアーバンスポーツを積極的に紹介し、

「パリオリンピック・パラリンピック」をさらに盛り上げます。日本の玄関口として在留外国人を含む幅広

い世代の意向を丁寧に把握して、多様性・多文化共生社会に貢献できるコンテンツ制作と視聴者サービ

スの充実を図ります。 

 

宇都宮放送局 

◼ 公平・公正、正確な選挙報道と防災・減災報道に全力で取り組みます 

２０２４年は栃木県知事選挙（任期満了日・２０２４年１２月８日）や宇都宮市長選挙（任期満了日・２０２４年

１１月２７日）が行われます。地方が抱える課題や選挙の争点をわかりやすく伝え、有権者の判断のよりど

ころとなる報道を行います。２０１９年１０月に県内で大きな被害が出た台風１９号から５年。激甚化する

自然災害に対して、県内に暮らす一人ひとりにきめ細かい防災・減災情報を伝えるため、関連のニュー

スや気象予報士による解説など必要な情報を伝えるとともに、テレビやデータ放送、ＳＮＳなどあらゆる

メディアを駆使し、県民の命と暮らしを守ります。 

 

◼ 栃木県の文化や自然 地元のスポーツやミュージシャンなどの魅力を発信します 

世界遺産登録から２５年となる「日光の社寺」をはじめとする歴史文化や豊かな自然に恵まれた栃木

県の魅力を発信します。平日午後６時台のニュース・情報番組では、視聴者の目線に立った情報を届けま

す。金曜午後７時台の地域放送番組では、地域のニーズに応じた硬軟さまざまなテーマを取り上げます。

毎月最終金曜日午前１１時台のＦＭラジオ番組では、栃木が誇る地元のミュージシャンの演奏なども伝え

ていきます。また、地元のプロスポーツの中継や連動した公開イベントを通じて地域を元気にします。 

 

さいたま放送局 

◼ 埼玉県の魅力や課題 “命と暮らしを守る”情報を、放送×デジタルで発信します 

   地域にこだわり、放送とデジタルを活用して、埼玉県の今を伝えます。全国で３番目に多い６３の市町

村を抱える埼玉県では、ベッドタウンとして県南部を中心に人口増加が続いています。都市の発達に加

え、近郊農業も盛んで、秩父地方をはじめ、豊かな自然に恵まれた多彩な県土を持つ埼玉の魅力を発信

していきます。子育てや医療福祉の問題、都市型水害への備え、在留外国人との共生、増加する自転車事

故など、地域が今直面している課題について当事者の声に耳を傾け、暮らしへの影響や、解決に向けた



 

 

 

糸口を掘り下げて取材し、“命と暮らしを守る”報道に全力で取り組みます。 

 

◼ 開局８０年 地域のみなさんとの結びつきを深めます 

   さいたま放送局を、より身近に感じてもらうため、放送やイベント、デジタルを通じて、幅広い年齢層、

立場の人たちとのタッチポイントを創造します。オンエア・オフエアを問わず、多様性への配慮を心掛け

県民に寄り添います。開局８０年の節目では１年を通じて、さまざまなコンテンツやサービスに触れても

らい、納得と共感を高めていきます。川口市にあるＮＨＫアーカイブスと連携し、保管する資産を活用し

て地域の歴史、文化を届けます。さらに、各地に根ざしたスポーツを生かしたコンテンツ制作を進める

とともに、地元のケーブルテレビや他メディアと協力し、視聴者と地域を結ぶ公共メディアの役割を果

たします。 

 

長野放送局 

◼ 災害の教訓を県民と共有し、命と暮らしを守る防災・減災報道を強化します 

長野県西部地震から４０年、戦後最悪の火山災害となった御嶽山の噴火、神城断層地震から１０年、そ

して千曲川の堤防が決壊した台風１９号の豪雨災害から５年となる２０２４年は、改めて災害の教訓を県

民と共有し、防災・減災に向けた情報発信に力を入れます。また、増加している山岳遭難への注意喚起を

行うなど、平日の午後６時台、金曜午後７時台、土曜午前７時台などの地域放送番組、さらにラジオやデ

ジタルも最大限活用し、県民の命と暮らしを守る公共メディアの役割を果たします。 

 

◼ 食文化やスポーツなど地域の魅力を発信し、公共メディアとしての存在感を高めます 

長野県の豊かな食文化を再発見し、守り育てるプロジェクトなどを通じて地域の魅力を全国に発信す

るとともに、「パリオリンピック・パラリンピック」に挑む長野県ゆかりの選手や、地元スポーツチームの

活躍を継続的に取り上げ、地域スポーツの振興に寄与します。さらに、人口減少に伴う“担い手不足”が

今後深刻化する長野県の課題に向き合うとともに、地域を元気にする情報の発信に努めます。いずれも、

視聴者とのタッチポイントを広げる取り組みを放送・デジタル発信・イベントなどを通して戦略的に組み

合わせながら展開し、公共メディアとしての存在感を高めます。 

 

新潟放送局 

◼ 地域の課題と向き合い、ともに考え、前に進むための道筋を探り、役立つ情報を発信します 

   毎年２万人以上減り続ける新潟県の人口、２０２３年は記録的猛暑にも見舞われ厳しさを増す米づくり、

物価高騰で深刻な影響を受けている地域経済、柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を巡る動き、解決の糸口

が見いだせない拉致問題、存続に向け課題を抱える地域医療。新潟県が直面するこうした課題に向き合

い、ともに考え、県民が前に進むための道筋を探り、役立つ情報の発信に努めます。地域で活動する

人々に寄り添い、困難に立ち向かう取り組みを積極的に取り上げ、応援していきます。大雨や大雪、地震

の被害を少しでも抑えるため、災害時はもちろん、発生から２０年となる新潟県中越地震の教訓を生か

し平時から防災・減災につながる情報発信に力を入れます。また増加する特殊詐欺やクマなど野生動物

による被害などへの警戒を強め、安全・安心につながる報道に努めます。放送と連動したデジタルの発

信に力を入れ、視聴者が確かな情報を必要な時に得られるよう取り組みます。 

 



 

 

 

 

◼ 新潟県が誇る地域の魅力、スポーツや話題を発信して、地域を元気づけ、活性化に貢献します 

   世界遺産への登録を目指す「佐渡島の金山」、佐渡に生息する特別天然記念物「トキ」、全国有数の花火

大会「長岡花火」、特産の米や日本酒など地域の人々が誇りに思う“新潟ブランド”を全国に向けて積極的

に発信します。「パリオリンピック・パラリンピック」に出場する県内の選手やサッカーＪリーグの「アルビ

レックス新潟」、プロ野球２軍の公式戦に参加する「オイシックス新潟アルビレックス・ベースボール・クラ

ブ」などのスポーツを、放送を通じて盛り上げ、県民を元気づけます。新潟県の豊かな食文化や美しい自

然、ものづくりや伝統芸能を多角的に取材し、その魅力や奥深い世界を最新の映像技術を駆使して紹介

することで、観光の振興や産業の発展、自然保護や文化の継承など地域の活性化に貢献します。 

 

甲府放送局 

◼ 山梨の未来に向けた課題に向き合い、地域の安全・安心に寄与します 

   山梨県では、推計人口が８０万を割り込むなど急速に人口減少が進み、働き手不足や地方自治体の財

政悪化など地域が抱える課題は山積しています。未来に向けた持続可能な社会のあり方について伝え

ていきます。南海トラフ巨大地震をはじめとした大地震への備え、富士山噴火や河川の氾濫などによる

水害への対応など、被害を減らす情報発信を地元メディアや地方自治体とも連携して推進し、安心して

暮らせる地域の実現に尽力します。 

 

◼ 地元スポーツの発信を強化し、地域が元気になるコンテンツを届けます 

   「パリオリンピック・パラリンピック」に出場する地元アスリートの動きを丁寧に伝えるとともに、東京

オリンピック・パラリンピックでホストタウンとなった県内の自治体や住民の“レガシー”についても伝え、

開催に向けた機運を盛り上げます。地元プロサッカーチームや県内出身力士など地元のスポーツの動

きをＮＨＫプラス等のデジタル発信も生かしながら、きめ細かく伝え、山梨が元気になるコンテンツの発

信に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


